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研究成果の概要（和文）：　米国のサービス・ラーニング（以下SL)専門家からのヒアリングおよび家政教育者
対象のアンケート調査により、米国におけるSLの学術的・社会的・教育的・地域社会への意義や、導入方法、そ
の実施状況について明らかにした。その結果、米国の家政教育においてSLはあらゆる領域で年間を通して実践さ
れており、教育手法としての評価が高いことがわかった。SLの実践には学内スタッフや地域とのコラボレーショ
ン、ガイドや、推進組織、学生団体、資金獲得の機会が必要で、米国では法的な背景をもとにこれらが充実して
おり、日本でも環境整備が必要である。

研究成果の概要（英文）：We conducted interviews with Service Learning (SL) experts in the United 
States and a questionnaire for home economics educators. As a result, the research clarified the 
significance of SL to academic, social, educational and community in the US, how to introduce it, 
and its implementation status. SL was practiced almost all year in almost every field, and the 
evaluation as an educational method was high.
The practice of SL requires collaborations with internal staff and the community, guides, promotion 
organizations, student groups, and funding opportunities, and in the United States these were 
enriched based on legal background. We need to create the environment in Japan.

研究分野： 家政教育

キーワード： 家政教育　サービス・ラーニング　ボランティア活動　高等教育　中等教育　日米比較研究　アンケー
ト調査

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　ＳＬは日本でも多く実践され、大学教育の一環として確立されつつあるが、家政教育部門での実践は緒につい
たばかりである。米国の実態を明らかにし、日本に導入するシステムを研究することにより、日本の家政教育の
課題である社会との接続および、キャリア教育としての認識が深まる提言が可能となった。
　さらに高等教育・中等教育でＳＬの手法を確立し、若手研究者の養成に直結する教育機関における家政教育の
あり方について貢献した。最後に本研究は、歴史や文化・法的背景が異なる日米両国に共通する学問的課題を浮
き彫りにし、行政への働きかけ・地域との連携を重視するアメリカ家族・消費者科学のあり方が日本家政学に示
唆を与えた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
我が国では、家族をめぐる環境の変化により、家族に関わる複合的な社会問題が続出してい

る。これらの問題に直面する学問として家政学は極めて重要であるが、我が国の家政教育は社
会との接点が少なく社会貢献の在り方について課題があるとの指摘がされてきた。 
一方、米国では家政教育の職業教育としての評価は高く、社会貢献についても十分に評価さ

れており日本と状況を異にしている。例えば、米国家族・消費者科学会（以下 AAFCS）が主催
する教員表彰制度である、Family and Consumer Sciences Teacher of the Year Award（以下
FCS TOY とする）にノミネートされた教育プログラムには、サービス・ラーニングと呼ばれる
社会貢献・現場連動型の実践が多い。これにより学生は専門教育を通して獲得された専門的な
知識・技能を社会的活動の中で実際に活用することができる。さらに将来の職業について考え
る機会を与えることができ、これが職業教育としての評価につながっていると考えられる。こ
ういった手法を日本の家政教育の実践に取り入れることは極めて有意義であると考える。 
現在日本でもサービス・ラーニングの導入は始まっているが、家政教育の部門においては緒

についたばかりである。今後の発展の可能性を探るために、サービス・ラーニング先進国であ
る米国の状況を調査することは極めて有用であると考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、家政教育の実践にサービス・ラーニングを活用する可能性を探ることであ

る。サービス・ラーニングは，教室で学ばれた学問的な知識・技能を地域社会の社会的活動に
生かし、市民的責任や社会的役割を学ぶことを目的とした教育方法である。 
米国はサービス・ラーニング先進国であり、家政教育の部門で多くの実践がある。米国の家

政学が社会貢献・職業教育としての評価が高いのは、現場連動型・社会貢献的実践が多いサー
ビス・ラーニングの教育手法が寄与していると考えられる。そこで、米国の家政教育における
サービス・ラーニングの実態を調査し、日本への導入・活用を検討することが本研究の目的で
ある。 
 
３．研究の方法 
家政教育におけるサービス・ラーニングの実践についてアメリカ家族消費者科学会にて米国

の専門家にヒアリングおよび資料収集を行い、実態把握のための調査設計を行った。 
その情報を整理し、教育システムを分析するための聞き取り調査とアンケート調査を実施し

た。さらに、米国のサービス・ラーニング指導者を日本に招聘し、日本・スウェーデン・シン
ガポール・アイルランド及び日本国内の家政教育研究者を対象とした国際会議を実施し、意見
交流を行った。さらに日本で開催されたアジア家政学会議でこれまでの研究成果を発表し、参
加した家政学研究者と研究交流を行った。 
これらの結果をもとに、サービス・ラーニングのマニュアル・シラバス案を作成し、日本の

大学の授業にサービス・ラーニングをとりいれた試行授業を実施した。その報告会を、日本国
内で家政系および他領域のサービス・ラーニングに携わる大学教員とともに開催した。 
 
４．研究成果 
(1）米国の SLについて文献調査、専門家からのヒアリング 
 米国の SL 専門家から、SL の学術的・社会的・教育的・地域社会への意義や、導入方法（PARCA
の 5ステップ)、その他のリソースについて講演を依頼すると同時に資料提供を受け、内容を分
析した。また、米国の大学内の SLを推進するセンター、推進のためのウェヴサイト、学生の団
体等の SL を実践する際に必要とされる資源や資金獲得のための機会が多いことが明らかとな
った。なかでもフロリダ州立大学では、教員向けの SL ガイド（Service-Learning Information 
for Faculty）を THE CENTER FOR LEADERSHIP & SOCIAL CHANGE が提供している。このセンター
は学生がリーダーとして実行する様々なプログラムを推進するための、情報・資源提供を行い、
定期的な報告会を行っている。 
教員向けの情報として、サービス・ラーニングとは、サービス・ラーニングの種類、サービ

ス・ラーニングのプレゼンテーション、抜粋シラバスのサンプル、連携可能な NPO 一覧、サン
プル書類と日誌、学生のためのサービス・ラーニングの配布資料、推奨文献等を掲載している。 
  
(2）米国家政教育者を対象としたアンケート 

2016 年 10～12 月に米国の家族消費者科学者を中心に大学教員と中等・初等教育者の所属組
織（American Association of Family and Consumer Sciences、National Association of State 
Administrators of Family and Consumer Sciences）のニュースレターに掲載を依頼し、オン
ライン調査を実施し、全米 21 州から 71 名の回答を得た。 



授業にサービス・ラーニングを取り
入れている教員は全体の 84％であっ
た。食物、栄養および健康が最も広く
実践されている分野であり、子どもの
発達と幼児教育が次に多く、ほとんど
すべての学習領域で実施されたいた。
「学期を通して実施」されているプロ
グラムが７割であり、「毎週」が 19％、
毎月が 12％と短期的な実施ではなく、
恒常的に授業に取り入れられている
ことがわかった。また活動に際しては、
同僚（58％）、事務スタッフ（49％）、
地域密着型機関または市民団体
（92％）、地域の企業（53％）、FCCLA
などの全国の学生団体（61％）とのコ
ラボレーションおよびパートナーシ
ップがあった。さらに、実践者の 84％
は学生の募金活動や学校で予算を獲
得していた。SLを実施するための資源
として関連ガイドまたはマニュアル
（31％）、参考資料（38％）、Web サイ
ト（73％）、FCS教科書（21％）、FCCLA
などの関連青少年団体からのリソー
スマニュアル（54％）を挙げた。SL
は教育手法として効果が高いと評価
するものが 8割以上であった。 
 また、SL プログラムに必要なことと
して、所属機関や民間・行政・NPO の
協力、他機関との連携に加え、表彰・
受賞の機会をあげたものが 28％であった。サービス・ラーニングプログラムにおいては
「Celebration（お祝い）」の機会が重視されており、公式・非公式の場で、振り返りと学生や
教員を称える場が必要とされていることが印象的であった。近年、本学でも学生表彰の機会が
増えてきたが、指導教員の表彰も含め、そういった場を増やしていくことが重要であると考え
る。 
 
(3）講義科目へのサービス・ラーニングプログラムの導入試行 
①実施方法 
保育士専門科目「家庭支援論」で、講義で解説した子育て支援に関わる社会的資源について、

現場で支援活動を行うか、現場のニーズについて調査することを課題とした。 
②実施結果 
現地で支援活動を実施した学生は 5割程度、支援活動は実施せずヒアリング等の現地調査を

実施した学生も 5割程度であった。現地で支援活動を行わなかった学生であっても「施設が必
要とする支援」等のニーズについての調査を実施し、今後の支援活動への導入とした。 
 学生が課題に基づき訪問した施設は、図書館、子育て支援センター、幼稚園・保育所、学童
クラブ、児童相談所、子ども食堂、社会福祉協議会、児童館、おもちゃ図書館、託児施設等が
あった。学生は自ら様々な子育て支援の
現場を発掘し、訪問することができた。
多くは、訪問したことがある施設を選択
したが、今回の課題で初めて施設の施設
を訪問した学生もいた。 
実施した支援活動は、子どもとの交流・
支援が最も多く、保育活動の援助も次い
で多かった。保育以外の活動支援もあっ
たが、読み聞かせを含め保育に関連する
様々な活動に従事することができ、これ
までの学習で得た知識を活用すること
ができたと推察される。 
学生が活動を通じて学んだことは、訪問
した施設の「活動実態」や「施設の役割」
について理解を深めたとの考察であり、
授業の目的について一定の効果を得ら

れたといえる。さらに今回の課題を通じ

図 1 サービス・ラーニングを取り入れている家政教育領域 

図 2 サービス・ラーニングの実践に必要なもの 

図 3 学生がサービス・ラーニングを実施した施設 



て、子育て支援の現場で必要とされてい
る支援や活動を学んだとする感想が多
く、キャリア教育としての意義もあった
と考えられる。 
③考察 
今回の試行により、すべての学生が調査
や支援活動受け入れ可能な施設の訪問
を実施することができた。対象学生は保
育実習や教育実習の経験があり、初めて
訪問した施設においても実習等の経験
が活かされたといえる。支援活動を実施
した施設は多岐に及び、施設側の受け入
れに大きな問題はなかった。 
期間内に支援活動を実施した学生は約 5
割であり、支援活動が出来なかった学生も
「今後活動をやってみたい」と意欲を示し
たことから、講義科目にもサービス・ラーニングを活用できる可能性が証明されたと言えよう。
学生の現地での活動時間は、平均で 2時間程度であり、負担にはならなかったが、中には 8時
間以上の活動に従事した学生もいた。時間の長短は学生の取り組み姿勢と、受け入れ施設と支
援内容に左右されたと考えられる。 
しかし、課題として受け入れ施設にサービス・ラーニングの意義を理解して頂く必要があるこ
とが明らかとなった。学生が施設に支援活動を申し出る際、説明に苦労したという感想があっ
た。学生にとっても受け入れる施設側にとっても、学外での支援活動が課題になることが少な
いため、施設の性質によっては部外者の介入が難しかったこともあったようである。その他、
学生が学外で活動するため安全への配慮や事故の際の賠償責任を配慮する必要もある。本学の
学生は保険に加入し、実習や授業の学内外における事故は一定の保証がされているが、カバー
される範囲や補償額の過不足については検討の余地がある。 
 
(4) 諸外国の家政教育者と他分野の教育者との交流 
日本・スウェーデン・シンガポール・アイルランド及び日本国内の家政教育研究者を対象と

した国際会議で米国のサービス・ラーニング教育者の講演を基に意見交換を行った。日本の家
政教育者、特に中等教育ではサービス・ラーニングは聞いたことがなく、もっと知りたいとい
う率直な感想が多く、また自分もやってみたいと意欲が示された。それに対して、スウェーデ
ン・シンガポール・アイルランドでは、家政教育の場でサービス・ラーニングの実践は珍しい
ものではないとの見解であり、差異が感じられた。 
日本でも他の教育分野ではサービス・ラーニングが進行しており必要性が高まっている。今

回、他の教育分野におけるサービス・ラーニングの状況を把握するため、実践者の報告会とい
う形で交流を行ったところ、保育系、福祉系、教育系の分野で実践の歴史があることや、シラ
バスの整備も進んでいた。今後は家政教育の場はもちろんのこと、領域をまたいで統合的に実
施することも可能であり、他領域との連携も必要であると考えられた。 

 
（5）考察と今後の課題 
 SL先進国である米国の状況やシステムを把握し、日本に取り入れる際の課題を確認した。さ
らに日本で実施する試行を行なった結果、導入の可能性は十分確認できたと言える。さらに推
進するためには、大学側の取り組みと受け入れ施設の相互理解や、米国で盛んに行われている
コラボレーションや資金獲得などが必要であると考えられた。 
また、SL の活動は多忙な学生にとって負担になるかについても「やってみたい」と意欲を示す
学生も多く、授業に SLを取り入れることは学生の社会貢献活動へ繋げることができると考えら
れる。この課題で初めて施設を訪れたという回答もあり、多くの学生にとって教室で得た知識
を社会に繋げる十分なきっかけづくりとなったと考えられる。活動が教室で学んだ知識の活用
につながったかについても、支援活動に従事した学生が具体的な学びについて報告したことか
ら、理解を深めることができたと推察される。今回学生が把握した子育てにおけるニーズや社
会貢献活動の継続をサポートするカリキュラムや教育資源を創出することが今後の課題と考え
られる。 

SL をさらに推進するためには、教員への啓発が重要であると同時に、米国で普及している SL
を実施する際の助けとなる資源（資金援助・マニュアル等の資料・学生組織・センターの設立
等）の創出が必要であると考えられる。 
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